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▲ボールをつないで相手コートへ！

スポ
ーツ

フェ
ステ
ィバ
ル
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▲戦略が勝敗を決める！

▲広々としたグラウンドで

テニスコートでの戦い

です。審判を務めた

のはバレーボール部

員です。応援も気

合が入り、ポイントを

奪うごとに歓声があ

がっていました。

第１学年 H組
第２学年 M組
第３学年 K組

バレーボール（女子）

縦割りドッジボール（男女別）

フットサル（男子）

生徒の熱烈ラブコールで実施されたドッジボール。

審判を務めたのはラグビー部員です。手に汗握

る熱戦の数々！学年の枠組みを超えたチーム

は男子も女子も大いに盛り上がりました！

キックベース（男女混合）

Toyo Channel №23№23Toyo Channel

広々とした人工芝のグラ

ウンドでのフットサル。

１チーム９名が出場しま

す（サッカー部員は最

大４名までの制限あり）。

経験者を中心にチームで

作戦を練って挑みました。

諦めない姿勢がどのチーム

にも見られました。審判はサッカー部が務めました。

2025年6月12日㈭-13日㈮ ＠本校グラウンド、体育館、野球場、テニスコート ほか

（女子）S組
（男子）A組

第１学年 K組
第２学年 E組
第３学年 B組

男女混合６人でチームを編成しま

す。会場は野球場。審判は硬式

野球部です。勢いよく飛んでいく

ボールに飛びつく守備も見られまし

た。
▲思い切りよく！

▲応援も盛り上がる！

実行委員が大活躍！

第１学年 H組
第２学年 G組
第３学年 E組

達成感と成長と

実行委員長 古山愛咲実さん

（我孫子市立我孫子中学校出身）

 

学級委員や部長の経験がない私にとって、スポーツフェスティバル

実行委員長は大きな挑戦であり、不安もありました。準備段階

から多くの意見が出て、実行委員会でも何度も議論を重ねまし

たが、周囲の支えでやり遂げることができました。その結果、大き

な達成感と自身の成長を実感しました。

生徒の声

優勝

優勝

優勝

優勝

勝ちにこだわって

学年優勝 高校２年G組

松下成さん（我孫子市立我孫子中学校出身）

自分はフットサルに出場して仲間とともに優勝を目指して頑張り

ました。試合は初戦で負けそうになったけど最後の最後で追いつ

いて勝って、そこから決勝まで順調に進み、見事優勝することが

できました。スポーツフェスティバルとか関係なくみんなで勝ちにこだ

わって、協力し合えたことが一番の思い出です。

生徒の声

仲間との絆
学年優勝 高校３年E組

石塚蒼空さん（龍ケ崎市立長山中学校出身）

昨年は怪我で参加できなかったスポフェスですが、今年は競技に

出場し、全力で楽しむことができました。また、クラスのスローガン

「百花繚乱」のもと、全員で力を合わせてつかんだ総合優勝の

瞬間は、仲間との絆と達成感を強く感じた、忘れられない経験

になりました。

生徒の声

▲静かな、熱い戦い！

試合時間は10分、男女混合６人

で試合にのぞみます。試合終了の

時点で、ジャックボール（白）に

最も近いボールのチームにボールの

数だけ得点が入ります（１球＝１点）。

１試合３セット、合計得点の多いほうが勝ちとなります。ボッチャは運

動が苦手な人でも楽しめるスポーツ。地味そうですが、周りで観戦する

生徒たちは１球ごとに大盛り上がり。審判は生徒会が務めました。

ボッチャ（男女混合）

優勝

第１学年 G組,H組,O組
第２学年 N組
第３学年 D組
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学校見学会 情報
《高等学校》

✿第1回 ７月26日㈯

✿第2回 ７月27日㈰

✿第3回 ８月２日㈯

✿第4回 ８月３日㈰

《中学校》

✿第4回 ８月３日㈰

✿第5回 ８月 23日㈯

▲勢いよくスタート！

スポ
ーツ

フェ
ステ
ィバ
ル

▲応援団も大玉と一緒に走っています！

✿７月26日㈯ 首都圏進学フェア（柏）

✿９月７日㈰ 塾全協（新松戸）

✿９月23日㈫㈷ 私立高校進学相談会（柏）

✿ 10月５日㈰ 茨城県進学フェア2025（つくば）

外部相談会 情報

学校ホームページ

2025年7月 発行：東洋大学附属牛久中学校・高等学校 編集室

見つめる目・目・目

▲リズムとタイミングが難しい！

恒例の部活動対抗リレー

では、ユニフォーム姿、袴

姿、象徴グッズなど思い

思いの姿で競い合いまし

た。恰好は面白い、でも

表情はみんな真剣！

トラックを囲む生徒たちの

応援も熱かった！

※8月3日は高校・部活動体験会も実施します

申込は

学校ホームページから♪

インスタグラム

Ｘ（旧Twitter）

普段の学校の

様子もわかるよ♪

大繩（クラス全員）

3 on 3（男女別）

部活動対抗リレー＆縦割りリレー

スポーツフェスティバル史上

初めての競技です！

紅白に分かれ、それぞれ

400ｍタータンのトラックを

大玉が半周します。大玉

を送るのはもちろん生徒全

員！大玉を落とさないよ

うに、素早く送るのが難し

い！ タイミングを合わせて

仲間につなげました。

大玉おくり

Toyo Channel №23№23Toyo Channel

制限時間（４分）内に跳べた回数の合計で競います、クラス全

員で息を合わせて跳びまくります。場内では「ハイ・ハイ・ハイ・・・」

とリズムをとる掛け声があちらこちらで上がっていました。

今年は、雨で一日順延しました。

生徒たちの願いが通じて予備日

を含め、無事に２日間行うことが

できました。事後アンケートでは、

生徒会スタッフや審判をねぎらう

声が多数寄せられました。学校

行事を通して、生徒たちは一層

成長していきます。

優勝

優勝

優勝

学年最多回数

第１学年 I組(333回）
第２学年 A組(334回）
第３学年 I組(395回）

部活動対抗リレー
運動部・男子 第１位 硬式野球部
運動部・女子 第１位 バドミントン部
文化部 第１位 生徒会

縦割りリレー 第１位 E組

男子
第１学年 E組
第２学年 G組
第３学年 E組

女子
第１学年 L組
第２学年 D組
第３学年 H組

前半２分、後半２分で競います。

審判は男子バスケットボール部が

務めました。どのチームも試合終了

まで諦めずに得点しようと頑張って

いました。
予測不能！

総合優勝 紅組 団長 佐藤陽さん

（龍ケ崎市立城ノ内中学校出身）

今回のスポーツフェスティバルは予想外のことばかりでした。即席で

集められたのにすぐに団結して、しっかり役をこなしてくれた団員、応

援合戦での紅団全員の最高の盛り上がり、そして負けるかもと思っ

ていた戦いでの勝利。これらのことは「俺が団長なんかで大丈夫か

な」という不安を晴らしてくれました。本当に一生の思い出です！

生徒の声
体育館での熱い戦い！

強E
学年優勝 高校１年E組

根田遥人さん（流山市立常盤松中学校出身）

学年の中で、勝てるとは思ってもなかったのですごく嬉しいです。普段

あまり話さないクラスメートとも交流できる良い機会になりました。競

技や応援を通して、クラスの団結力が深まりました。けどなにより、勝

敗にとらわれず皆が全力で楽しんでたことが一番です。

生徒の声

2025年6月12日㈭-13日㈮ ＠本校グラウンド、体育館、野球場、テニスコート ほか
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